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真空脱水処理を行ったコンクリート床スラブの表層の評価に関する実験的研究 
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１．はじめに 

筆者らは、建築分野の軟練りコンクリートにも適用可能な真

空脱水工法(図1参照)を提案し、これまで一連の研究 1),2）を行

ってきた。これまでの一連の試験結果によれば、真空脱水処理

されたコンクリートの表層部は、特に良好な性状が得られてお

り、緻密化されていると考えられる。なお、土木学会標準示方

書には、表面含浸材の試験方法(案)(JSCE-K571-2010) 3)がある。

コンクリート表面含浸材の種類のなかには、コンクリート表面

に塗布することにより、コンクリート表層部を緻密化し，コン

クリートの品質を改善する珪酸塩系ものがある 4)。真空脱水処

理されたコンクリートの表層部は、緻密化という面では、珪酸

塩系の含浸材の性能と類似しており、この土木学会の試験方法

(案) 3)を用いて表層部の評価ができるものと考えられる。 

そこで、本研究では、土木学会の表面含浸材の試験方法(案) 

(以下、JSCE-K571-2010) 3)の試験方法に準じて、真空脱水処理

されたコンクリート試験体の表層部の性能評価を行う。 

 

２．実験概要 

(1)実験の要因と水準 

 本実験では、コンクリートに対する真空脱水処理の有無のみ

を要因として各種の評価試験を行った。JSCE-K571-2010 3)の試

験項目を、表1に示す。本実験では、このうち吸水率試験、透

湿度試験、透水量試験、塩化物イオン浸透深さに対する抵抗性

試験について、JSCE-K 571-2010 3)に準拠して実験を行った。

なお、実験に使用したコンクリートの性状は、W/C=60%、単位

水量185kg/m3、スランプ18cmとした。 

 JSCE-K 571-2010 3)では、試験用基板は、モルタル基板

(W/C=50%、S:C=3:1)を標準としているが、コンクリートを用い

る場合は、表面含浸材を施工するコンクリート構造物のコンク

リート配合を用いてよいとされている。本実験では、これまで

の一連の実験で使用してきた建築分野の軟練りコンクリートを

使用し、JSCE-K 571-2010 3)に示されているモルタル基板の作

製方法に準じた。 

(2)試験体 

本実験で用いた試験体は、100×400×100(高さ)mm とし、真

空脱水処理を行う試験体(以下、真空脱水試験体)と真空脱水処

理を行わない試験体(以下、無処理試験体)をそれぞれ2体ずつ

計4体を作製した。 

真空脱水試験体の処理開始時期は、これまでの一連の実験で

コンクリートが最も良好な性状を示したブリーディングがほぼ

終了した時点とし、継続時間は5分とした。なお、その間の真

空度の値は、90％程度であった。試験体表面はすべて鏝仕上げ

を行った。なお、コンクリート打設後は、恒温恒湿室(温度 20

±2℃、湿度 60±5％)で静置し、脱型は、打設終了 24 時間後

に行い、その後6日間、標準水中養生を行った。水中養生終了

後は、各試験に応じて、図2に示す寸法にコンクリートカッタ

ーで切断し、切断後は、再び同恒温恒湿室内で 28 日間の気中

養生を行った。養生終了3日前には、図2に示すようにそれぞ

れの試験体をエポキシ樹脂でシールした。 

(3)実験方法 

JSCE-K 571-2010 3)に準拠して実験を行った(参考として、図

3に透湿度試験を、図4に透水量試験の概要を示す)。 
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図1 真空脱水工法の概略図 
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図3 透湿度試験の概要 

表1 表面含浸材の試験方法(案)(JSCE-K 571)の 
試験の種類と試験の箇条番号 

試験の種類 箇条番号
外観観察試験 6.1 
含浸深さ試験 6.2 

＊透水量試験 6.3 
＊吸水率試験 6.4 
＊透湿度試験 6.5 

中性化に対する抵抗性試験 6.6 
＊塩化物イオン浸透に対する抵抗性試験 6.7 

［注］＊:本実験で行った試験 

図4 透水試験の概要 
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図2 試験体寸法およびシール箇所 
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３．実験結果 

 土木学会表面保護工法設計施工指針(案)5)では、各試験値に

対する含浸材の種類ごとの基準グレード値が設定されている。

表2および表3に本実験で取り上げた試験項目のグレード値お

よび含浸材ごとの基準グレード値を示す。 

本グレード値はモルタル基板(W/C=50%、S:C=3:1)を標準とし

ているが、W/C=45、55、65 の土木用コンクリートの試験体を

用いた実験 5)では、W/C=55%のコンクリート試験体がモルタル

基板を用いた各試験結果の割合とほぼ同程度であると報告され

ている。また、W/C=65%の場合でも無塗布に対する改善効果の

比は、W/C=55％と顕著な差はないため、ここでは、本実験の各

試験の結果のグレード値を指針(案)5)に準拠し、表 2［注］の

式で求め、表3におけるグレード値と比較した。 

図5に実験結果を示す。なお、図中には、前述したグレード

値の範囲と( )書きで各試験の抑制率および透湿度比を併示し

た。 

図によれば、真空脱水試験体は、無処理試験体に対してすべ

ての試験とも抑制効果があった。 

各試験のグレード値は、吸水性のグレード値は C（制御率：

36%）、透湿性のグレード値は B(透湿比：78%)、透水性のグレ

ード値は B(抑制率：62%)、塩化物イオン浸透抵抗性のグレー

ド値は C(制御率：31%)となった。ここで、珪酸塩系の含浸材

の表3のグレード値と比較してみる。真空脱水試験体は、珪酸

塩系の含浸材のグレード値を満足し、透水量については、基準

グレード値を上回る結果となった。 

 

４．まとめ 

建築用の軟練りコンクリート(W/C=60%、単位水量 185kg/m3、 

スランプ 18cm)を用い、JSCE-K 571-2010 3)に準拠した方法で

行った真空脱水試験体の表層の評価結果を以下に示す。 

1)真空脱水試験体は、無処理試験体に対し、吸水制御率は 36%、

透湿比は 78%、透水抑制率は 62%、塩化物イオン浸透抵抗制

御率は31%となった。 

2)真空脱水試験体の各試験の実験値は、土木学会の設計施工指

針(案)の珪酸塩系の含浸材のグレード値を満足する値となっ 

た。特に、透水量については、基準のグレード値を上回る結

果となった。 

なお、コンクリートの調合や条件が変わるとグレード値が変 

わ可能性があるため、今後さらに実験データを充実させる必要

がある。 
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図5 実験結果 

[注] ％：(a)、(c)、(d)は各抑制率、(b)は透湿比 
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表3 各含浸材ごとの基準グレード値4) 

評価項目 

評価基準（グレード） 

シラン系 

珪酸塩系 

珪酸リチ

ウム系 

珪酸ナト 

リウム系 

吸水性 A C C 

透湿性 A B B 

透水性 A C C 
塩化物イオン

浸透抵抗性 
B C C 

 

表2 各試験のグレード値4) 

評価項目 
グレード値 

A B C 

吸水抑制率＊１ 

80%以上 60～80% 60%以下 

透湿比＊２ 

透水抑制率＊１ 

塩化物イオン

浸透抑制率＊１ 

［注］*1：各抑制率＝100%－無処理試験体に対する 

処理試験体の測定値の比(%)  

*2：透湿比＝無処理試験体に対する処理試験 

体の測定値の比(%) 
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